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　最近、野生霊長類の自己治療行動に関する新しい研究分野が開拓されたことにより、動物、植物、寄生虫の三者の複雑な関係に注目が集まってきている。動物は、少なくとも次の４つレベルで病気から身を守ることができるとされている。
レベル1：感染を避けるため、病原体との接触を回避するか、その頻度を減らす。
レベル２：予防作用や健康を維持する作用のある食物を少量、頻繁に摂取する。
レベル３：病気やその症状を治療するため、栄養価が低くても生理活性のある植物部位を少量、限定回数摂取する。
レベル４：治療や予防のため、薬用物質を体の外部にこすりつける。
　レベル１と２が無意識的予防手段としてとられている一方、レベル３と４の行動は、意識的に疾病やその不快感を改善するための治療行為であると考えられる。
　チンパンジーをはじめとする野生霊長類は、日常的に栄養価値に富んだ果実や葉、若い芽などを食べるが、それ以外に、特殊な二次代謝産物を含む種の葉や樹皮、さらには根などの部位を食べることがある。栄養的に乏しいと考えられるこれらの植物の非栄養的な採食の意味に、ここ数年関心がもたれ、その一つとして薬理的効果が指摘されている。しかしながら、これらの種や部位の薬理効果やその有効成分については、ほとんど知られていなかった。ところが最近、栄養価の低いある種の植物を食べることが、寄生虫感染症の制御や、その二次的病徴である腹痛の治療などに有効であるとする仮説が、霊長類を対象とした研究により実証されてきている。例えば、チンパンジー、ボノボ、ゴリラにおいて、様々な生理活性をもつものを摂取したり葉をそのまま呑み込んだりといった行動が寄生虫感染症の軽減に役立っていることが、生態学的・寄生虫学的解析から指摘されている。
アフリカの大型類人猿についてのこの種の調査・研究は、初期人類の自己治療から現世人類の医療行為への進化の過程を考察するためのよい手がかりとなる。また、霊長類の自己治療行動についての研究は、ヒト、家畜、飼育動物の寄生虫感染症の効果的な治療のための天然物の有効利用や、新しい治療方法の開発につながる可能性がある。
